蒸留塔（Ｃｏｌｕｍｎ）
沸点の差を利用し、加熱された油を連続的に軽質分から重質分まで所定の各留分に分離する塔をいい、塔内には、0.3～1.0m間隔で設置されたトレイがあり、下部よりの上昇してくる油蒸気とトレイ上の液とが接触し、物質移動及び熱交換が行われている。

トレイの種類として、重量・スケールの推積・メンテナンス及び組み立て時間・圧力損失の小さいものが良い。特にバルブトレイ（バラストトレイ）が広く利用されている。

圧力により　常圧蒸留（0～0.1kg/cm2G）

減圧蒸留（1～500mmHg abs）がある。

水蒸気蒸留

塔内に多量の水蒸気を吸込み、微加圧又は微減圧で行う。

又、前記常圧蒸留法・減圧蒸留法と併用した水蒸気蒸留法がある。

加圧蒸留

沸点の低い成分を蒸留する場合に加圧下において蒸留を行う。

使用目的により次の様に呼ばれている。

◎蒸留塔　精留塔

液体混合物を沸点の差を利用して蒸発・凝縮操作により分離する塔で、還流を行わない単蒸留と留出液の一部を塔内に還流してより濃度の高い留出液を得る精留に大別されるが、工業的にはほとんど精留である。

多成分系を分離するためには成分の数だけの蒸留塔が必要である。

◎分留塔

軽質ナフサ・重質ナフサ及び灯油の混合留分を多くは２成分又は３成分に塔底部より蒸留に必要な熱量を加えて分留する蒸留塔。
◎ストリッパー

分留などによって得られた混合溶液中から軽質留分を追出す場合が一般的である。方法としてはリボイラーを用い、蒸留と同じ方法で行うもの、スチームの直接吹き込みによるものなどがある。

◎スタビライザー

ナフサ，ガソリン中に含まれる沸点の低いプロパン，ブタンなどの軽質留分を蒸留によって除去し、蒸気圧を調整する。

反応塔（Ｒｅａｃｔｏｒ）
石油工業では脱硫装置や改質装置で用いられ、塔内に充填された触媒の存在下で化学反応を行わせる機器の名称。

又、無触媒下でも化学反応を行わせる機器も反応塔と呼ぶ。石油工業においては熱分解水素化分解、接触改質、水素化脱硫等の反応に用いられる。
反応塔の運転は過酷（高温・高圧下での反応による）度が高く、反応塔の材質は耐蝕性、耐熱性が要求される。

触媒を充填する場合は、固定床、流動床、移動床、沸騰床などの形式がある。

槽（Ｖｅｓｓｅｌ）
製造工程中に含まれる一時的な貯蔵・分離等の目的に使用される容器をいい、縦型、横型槽があり、縦型は敷地面積が狭くてすみ、液面調整が容易で横型は静置時間が長くとれるので分離槽に適している。

使用目的により次の様に呼ばれている。

デソルター（脱塩槽）

原油中に含まれている塩素を水及び電圧により分離し、各機器の腐食を予防するために設置されている。

プレ・フラッシュドラム（前沸塔）
原料中に含まれている軽質留分を前もって蒸留塔に張り込み、加熱炉の負荷を低減する。

オーバーヘッド・アキュームレーター（塔頂油受け槽）

蒸留塔塔頂から留出した油を一時的に貯蔵する槽。

コアレッサー（分離槽）

混合流体を、比重差を用いて両者を分離する。その分離効果を上げる為金網あるいは充填物などが使用されている。

その他にもセパレーター（液、ガス分離槽）、デアレーター（脱気器）、デガッサー（ガス抜き器）等用途により呼称がつけられている。

加熱炉（Ｆｕｒｎａｃｅ）

精製装置の運転の中で加熱炉の燃焼費の占める割合が最も大きく、この効率の良否が運転費を左右する。

工業用加熱炉は、ほとんど管式加熱炉でありその効率は自然通風式では８０％前後だが、燃焼空気をあらかじめ燃焼廃ガスと熱交換させ燃焼用空気の温度を上げて、（A.P.H）熱回収を
はかり効率を上げている。燃焼室内に配列された加熱管は、主として幅射伝熱を受けるので幅射管（ﾗｼﾞｴｰｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞ）と呼ばれ、燃焼廃ガス通路に配列された加熱管は主として幅射伝熱による対流管（ｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞ）といい、ここでは吸熱効果を上げる為フィンチューブ又はスタッドチューブを採用している。又、ここでは廃ガスの熱によりスチーム発生器を設置し（WHB）スチームの発生を行なっている。
熱交換器（Ｅｘｃｈａｎｇｅｒ）
２流体の間で熱の授受を行わせる機器をいい、熱の交換、回収、加熱、冷却等の目的がある。２流体を金属のチューブ又は、板で隔てた耐熱構造としてある。プロセス用の大型の機器は多管式熱交換器を用いる。

構造上、次の様に分類される。

固定管板型

構造が簡単で安価、ただしバンドルが抜出せないのでシェル側の清掃ができない。シェルに熱膨張対策が必要。

取扱い流体としては、温度差の少ないシェル側は汚れの少ない流体を使う。

遊動頭式（ＦＨＴ）

構造は複雑で高価、ハンドルが抜き出せるのでチューブ内外の清掃は容易。又取扱い流体としては制限なく最も広く使用されている。

Ｕチューブ型

構造は簡単、コストは上記の中間。一方の管板をなくしてＵチューブにしたもので漏洩箇所は少ない。取扱い流体としてチューブ側の汚れのない流体を使う。

空気式（ＡＦＣ）

チューブ内に流体を通し、外側からファンで空気を通気し管内流体を冷却する。チューブはファン付とする場合が多い。ファンの位置により押し込み及び誘引通気方式に十分な冷却水が得られない場合等に使用される。

その他にケトル式、二重管式等がある。

使用目的により次のように呼ばれている。

クーラー（冷却器）、コンデンサー（凝縮器）、リボイラー（再沸器）、ヒーター（加熱器）、エバボレーター（蒸発器）

ポンプ（Ｐｕｍｐ）
外部動力により液体に運動エネルギーを与え、それを圧力エネルギーとして取り出して利

用している。
製油所では油はもちろん、水や各種液体の移送に数多くのいろいろの型式のポンプが使用されている。なかでもターボ式と呼ばれる遠心ポンプがその優位性（構造が簡単、保守性、効率、制御性がよい、脈動が少ない）から最も多く使用されている。

原理的に大別すると次の様な形式がある。

ターボ式ポンプ
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液体の流れ

容器式ポンプ

高圧を出すのには適しているが、吐出量の小さい場合に限られる。

往復動ポンプ、回転式ポンプの形式がある。

特殊ポンプ

小吐出量の場合に限られる。

渦流ポンプ、ジェットポンプ、気泡ポンプ等の形式がある。

使用目的により次の様に呼ばれている。

チャージポンプ（張込みポンプ）、リサイクルポンプ（循環ポンプ）

リフラックスポンプ（循環ポンプ）、ランダンポンプ（製品ポンプ）

ケミカルポンプ（薬注ポンプ）等がある。

コンプレッサー（Ｋ・Ｃｏｍｐｒｅｓｓｏｒ）
気体を圧送するもので製油所では反応用水素ガス、計器・作業用空気の圧縮移送に使用される。

圧力により次の様に呼ばれている。

送風機　ファン…1000mmH2O未満，ブロアー…1m～10mmH2O未満
圧縮器　1kg/cm2G以上

作動原理によりターボ型（遠心式・軸流式）、容積型（往復動式・回転式）に大別される。

◎遠心式コンプレッサー

回転する羽根車で気体に遠心力を与え圧縮する。振動・脈動が小さく小型で比較的大容量が得られる。羽根車を数段入れ多段型とする。

反応用水素とか炭化水素ガスといった高圧で特に漏洩を嫌う気体の場合、特殊な軸封装置を必要とする（ｵｲﾙﾌｨﾙﾑｼｰﾙ、ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ）など複雑な要素があるが、運転面での信頼

性が高く、脱硫装置の水素ガス循環用等に使われている。

◎往復式圧縮機

比較的小容量、高圧縮比の場合に用いられて、原理はポンプと同じであるが、圧縮性のガスを取扱い、回転数が高いことから自動弁機構の寿命が短い欠点をもつ。構造上、脈動・振動を伴うためのスナッパー、サージドラムといった付属装置を必要とする。

使用目的により次の様に呼ばれている。

『メイクアップコンプレッサー』

原料ではないが、装置プロセスの反応に必要なガスを系外から送り込む圧縮器で、装置で消費されるガスの補充を行う。

『循環ガスコンプレッサー（リサイクルガスコンプレッサー）』

反応をワンスルーで終わらせるには多くの場合経済性を損なうので、反復し繰り返すか又は反応ガスだけを再循環する。

『ガス圧縮機』

装置で発生したガスで、焼却又は放出せず、次のプロセスに送るか又は製品として貯蔵するために、ガスを一定圧まで昇圧する。

計装

蒸留・改質・分解等の装置はプロセス上の違いはあるが、計装上は共通点が多い。これらの装置の状態（流量，温度，圧力，液面，性状）を計器で測定し、これらが所定の運転条件に一致するように操作される。
現場計装方法

比較的小規模なプラントや圧縮機、加熱炉の付帯計装等、現場操作に必要な場合に採用される。

計器室集中方式

運転に必要な全ての情報を計器室に入力してプラント全体を集中管理する。近年ではマイクロプロセッサーの発達により、これが組み込まれたマルチループ、分散型制御システム（DCS）が開発され、ＣＲＴによるプラント運転が主流となっている。

ＤＣＳ（Distributed　Control　System）

従来アナログ機器で行われてきたプラントの制御を直接コンピューターで行わせる。

利点１：定常時の制御性がアナログ調整計より数段優れている。

 ２：シングルループコントローラーの集合といえる為、全体としての信頼性が高い。

 ３：プログラムの変更で制御方式の変更が容易にできる。

 ４：設定値がデジタルなので正確である。

